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(57)【要約】
【課題】被清掃面や被洗浄面に凹凸がある場合でも、確
実に清掃、洗浄することが出来る回転清掃体を提供する
。
【解決手段】略棒状で機器に回転自在に取着されるロー
タ２と、前記ロータ２の外周に取着された清掃部材３か
らなり、前記ロータ２を可撓性を有する材料又は構造で
形成したもので、ロータ２が可撓性を有する材料又は構
造で形成されているので、被掃除面や被洗浄面に凹凸が
あっても、回転清掃体１が被掃除面や被洗浄面に押し付
けられたとき、回転清掃体１がその凹凸に沿うように容
易に変形するので、被掃除面や被洗浄面を確実に清掃、
洗浄することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
略棒状で機器に回転自在に取着されるロータと、前記ロータの外周に取着された清掃部材
からなり、前記ロータを可撓性を有する材料又は構造で形成したことを特徴とする回転清
掃体。
【請求項２】
清掃部材を、可撓性を有する材料からなるロータの外周に螺旋状に巻き付けた請求項１に
記載の回転清掃体。
【請求項３】
ロータを、可撓性を有する材料からなる芯棒と、弾性を有する材料からなると共に前記芯
棒の外周に螺旋状に巻き付けられたコイル部材で構成し、前記コイル部材間に形成された
隙間から清掃部材を突出させた請求項１に記載の回転清掃体。
【請求項４】
両端が機器に回転自在に取着されると共に、螺旋状に形成された清掃部材からなり、前記
清掃部材は、ブラシ体と、断面略Ｃ字状で前記ブラシ体の端部を挟持するチャンネル材か
ら構成されたことを特徴とする回転清掃体。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載の回転清掃体を備えた掃除機用吸込具。
【請求項６】
電動送風機を内蔵した本体と、請求項５に記載の掃除機用吸込具を備え、前記電動送風機
と前記掃除機用吸込具とを連通させた電気掃除機。
【請求項７】
熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含まれる塵埃を捕獲するエア
フイルターと、請求項１～４のいずれか１項に記載の回転清掃体を備え、前記エアフイル
ターに付着した塵埃を前記回転清掃体で除去するようにした空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、清掃や洗浄などに使用される回転清掃体、掃除機用吸込具及び空気調和機に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の回転清掃体としては、円柱状で、アルミニューム材や、プラスチック材
より形成されたロータと、そのロータの外周に螺旋状に取着された清掃部材から構成され
たものが一般的である（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、２本の芯材でブラシを挟みつけて、その芯材を捩って形成した回転清掃体もある
（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１１－００９５２２号公報
【特許文献２】実開昭６３－１２３５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載されたような従来の回転清掃体では、ロータがア
ルミニューム材や、プラスチック材といった剛性の強い材料で形成されているため、例え
ば、回転清掃体を掃除機用吸込具に搭載し、モータなどで回転駆動しながら床面を清掃す
る場合、床面に凹凸があると、回転清掃体の清掃部材は、床面の凸部を主に清掃すること
になり、清掃漏れが生じるという課題があった。
【０００５】
　又、上記特許文献２に記載されたような従来の回転清掃体では、床面の凹凸に沿うよう
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に湾曲させるために柔軟性を持たせようとすると、芯材自体を非常に細くしなければなら
ず、この為、回転清掃体全体の腰が弱くなり、回転清掃体としての必要な機能を十分果た
せないという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、被清掃面や被洗浄面に凹凸がある場合で
も、被清掃面や被洗浄面を確実に清掃、洗浄することが出来る回転清掃体と、それを用い
た掃除機用吸込具、電気掃除機及び空気調和機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の回転清掃体は、略棒状で機器に回転自在に
取着されるロータと、前記ロータの外周に取着された清掃部材からなり、前記ロータを可
撓性を有する材料又は構造で形成したもので、ロータが可撓性を有する材料又は構造で形
成されているので、被掃除面や被洗浄面に凹凸があっても、回転清掃体が被掃除面や被洗
浄面に押し付けられたとき、回転清掃体がその凹凸に沿うように容易に変形するので、被
掃除面や被洗浄面を確実に清掃、洗浄することができる。
【０００８】
　また、本発明の回転清掃体は、両端が機器に回転自在に取着されると共に、螺旋状に形
成された清掃部材からなり、前記清掃部材は、ブラシ体と、断面略Ｃ字状で前記ブラシ体
の端部を挟持するチャンネル材から構成されたもので、清掃部材が、螺旋状に形成されて
いるので、被掃除面や被洗浄面に凹凸があっても、回転清掃体が被掃除面や被洗浄面に押
し付けられたとき、回転清掃体がその凹凸に沿うように容易に撓み、被掃除面や被洗浄面
を確実に清掃、洗浄することができる。また、芯棒などの部材が不用なので安価に構成す
ることができる。
【０００９】
　本発明の掃除機用吸込具は、請求項１～４のいずれか１項に記載の回転清掃体を備えた
もので、床面などいった被掃除面に凹凸があっても確実に清掃することができる掃除機用
吸込具を提供することができる。
【００１０】
　本発明の電気掃除機は、電動送風機を内蔵した本体と、請求項５に記載の掃除機用吸込
具を備え、前記電動送風機と前記掃除機用吸込具とを連通させたもので、床面などいった
被掃除面に凹凸があっても確実に清掃することができる。
【００１１】
　本発明の空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含
まれる塵埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～４のいずれか１項に記載の回転清掃
体を備え、前記エアフイルターに付着した塵埃を前記回転清掃体で除去するようにしたも
ので、エアフイルタの表面に凹凸があっても、確実に清掃することができる空気調和機を
提供することができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の回転清掃体は、被清掃面や被洗浄面に凹凸がある場合でも、被清掃面や被洗浄
面を確実に清掃、洗浄することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
第１の発明は、略棒状で機器に回転自在に取着されるロータと、前記ロータの外周に取着
された清掃部材からなり、前記ロータを可撓性を有する材料又は構造で形成したもので、
ロータが可撓性を有する材料又は構造で形成されているので、被掃除面や被洗浄面に凹凸
があっても、回転清掃体が被掃除面や被洗浄面に押し付けられたとき、回転清掃体がその
凹凸に沿うように容易に変形するので、被掃除面や被洗浄面を確実に清掃、洗浄すること
ができる。
【００１４】
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　第２の発明は、特に、第１の発明の清掃部材を、可撓性を有する材料からなるロータの
外周に螺旋状に巻き付けたもので、清掃部材が螺旋状に配されているので、回転清掃体の
回転時に、清掃部材が、被掃除面或いは被洗浄面に連続的に摺接することになり、清掃性
能或いは洗浄性能に優れた回転清掃体を提供することができる。
【００１５】
　第３の発明は、特に、第１の発明のロータを、可撓性を有する材料からなる芯棒と、弾
性を有する材料からなると共に前記芯棒の外周に螺旋状に巻き付けられたコイル部材で構
成し、前記コイル部材間に形成された隙間から清掃部材を突出させたもので、清掃部材を
、ロータに容易に、且つ堅固に取り付けることができる。
【００１６】
　第４の発明は、両端が機器に回転自在に取着されると共に、螺旋状に形成された清掃部
材からなり、前記清掃部材は、ブラシ体と、断面略Ｃ字状で前記ブラシ体の端部を挟持す
るチャンネル材から構成されたもので、清掃部材が、螺旋状に形成されているので、被掃
除面や被洗浄面に凹凸があっても、回転清掃体が被掃除面や被洗浄面に押し付けられたと
き、回転清掃体がその凹凸に沿うように容易に撓み、被掃除面や被洗浄面を確実に清掃、
洗浄することができる。また、芯棒などの部材が不用なので安価に構成することができる
。
【００１７】
　第５の発明における掃除機用吸込具は、請求項１～４のいずれか１項に記載の回転清掃
体を備えたもので、床面などいった被掃除面に凹凸があっても確実に清掃することができ
る掃除機用吸込具を提供することができる。
【００１８】
　第６の発明における電気掃除機は、電動送風機を内蔵した本体と、請求項５に記載の掃
除機用吸込具を備え、前記電動送風機と前記掃除機用吸込具とを連通させたもので、床面
などいった被掃除面に凹凸があっても確実に清掃することができる。
【００１９】
　第７の発明における空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入す
る空気に含まれる塵埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～４のいずれか１項に記載
の回転清掃体を備え、前記エアフイルターに付着した塵埃を前記回転清掃体で除去するよ
うにしたもので、エアフイルタの表面に凹凸があっても、確実に清掃することができる空
気調和機を提供することができる。
【００２０】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施例によ
って本発明が限定されるものではない。
【００２１】
　（実施例１）
　図１は、本発明の第１の実施例における回転清掃体の斜視図、図２（ａ）は、図１のＡ
－Ａ断面図、図２（ｂ）は、同回転清掃体の清掃部材の斜視図、図３は、同回転清掃体の
使用状態の例を示す図である。
【００２２】
　図１、２において、本実施例における回転清掃体１は、略棒状で機器（図示せず）に回
転自在に取着されると共に、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、塩化ビニ
ル樹脂（ＰＶＣ）、熱可塑性エラストマ－（ＴＰＥ）や、ゴムなど可撓性に優れた材料か
ら形成されると共に、外周長手方向に螺旋状に形成された溝２ａを有するロータ２と、ブ
レード状で、前記溝２ａに根元部３ａが装着される清掃部材３とから構成されている。
【００２３】
　４は、一端が、機器に内蔵された電動機（図示せず）のシャフト（図示せず）に張架さ
れたタイミングベルト（図示せず）の他端が張架される歯付きプーリーで、前記ロータ２
に固着されている。
【００２４】
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　５は、一側でロータ２の一端を回転自在に支持すると共に、他側が機器に装着されるエ
ンドキャップである。
【００２５】
　以上のように、本実施例における回転清掃体１のロータ２が可撓性を有する材料で形成
されているので、図３に示すように、被掃除面や被洗浄面に凹凸があっても、回転清掃体
１が被掃除面や被洗浄面に押し付けられたとき、回転清掃体１がその凹凸に沿うように変
形するので、被掃除面や被洗浄面を確実に清掃、洗浄することができる。
【００２６】
　尚、上記実施例では、清掃部材３をブレード状としたが、ブラシ状或いは、不織布で形
成しても良い。
【００２７】
　（実施例２）
　図４（ａ）は、本発明の第２の実施例における回転清掃体の部分斜視図、図４（ｂ）は
、同回転清掃体の部分断面図（図４（ａ）のＢ－Ｂ断面））である。尚、上記第１の実施
例と同一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００２８】
　本実施例における回転清掃体１０は、可撓性に優れた材料からなるロータ２の外周に清
掃部材１１を螺旋状に巻き付けて形成するもので、清掃部材１１は、略紐状で、ポリエチ
レン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）、熱可塑性エラスト
マ－（ＴＰＥ）や、ゴムなど可撓性に優れた材料からなる基台１１ａと、その基台１１ａ
に植毛されたブラシ体１１ｂから構成されている。
【００２９】
　以上のように、本実施例における回転清掃体１０によれば、回転清掃体１０の回転時に
、螺旋状に配された清掃部材１１のブラシ体１１ｂが、被掃除面或いは被洗浄面に連続的
に摺接するので、清掃性能或いは洗浄性能に優れた回転清掃体を提供することができる。
【００３０】
　（実施例３）
　図５（ａ）は、本発明の第３の実施例における回転清掃体の部分斜視図、図５（ｂ）は
、同回転清掃体の芯棒の斜視図、図５（ｃ）は、同回転清掃体の清掃部材の斜視図、図５
（ｄ）は、同回転清掃体のコイル部材の斜視図、図５（ｅ）は、同回転清掃体の部分断面
図（図５（ａ）のＣ－Ｃ断面、フリーの状態）、図５（ｆ）は、同回転清掃体の部分断面
図（図５（ａ）のＣ－Ｃ断面、部分的に膨らんだ被掃除面に押し付けられたときの状態）
である。尚、上記実施例と同一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００３１】
　図５において、本実施の形態における回転清掃体１５は、ロータ１６を、可撓性を有す
る材料からなる芯棒１７と、弾性を有する材料からなると共に前記芯棒１７の外周に螺旋
状に巻き付けられたコイル部材１８で構成し、隣り合うコイル部材１８間に形成された隙
間１８ａから、清掃部材１９を突出させたもので、その清掃部材１９は、コイル部材１８
間の隙間１８ａから突出するブラシ体１９ａと、ブラシ体１９ａの下端が植毛又は固着さ
れ、コイル部材１８で、芯棒１７の表面に保持される基台１９ｂから構成されている。
【００３２】
　被清掃面或いは、被洗浄面がフラットな場合は、回転清掃体１５は、図５（ｅ）に示す
ような状態になっているが、被掃除面が図５（ｆ）に示すように、部分的に膨らんでいる
ときは、同図に示すように、コイル部材１８の被掃除面側の隙間１８ａが狭まり、反対側
の隙間１８ａが広がるので、回転清掃体１５の撓み性が向上し、部分的に膨らんだりへこ
んだりした被清掃面或いは、被洗浄面でも洩れなく清掃、洗浄ができる。更に、芯棒１７
にコイル部材１８を巻きつけるだけで同時に、清掃部材１９も芯棒１７に取り付けられる
ので、回転清掃体１５の組み立てが容易で、且つ、清掃部材１９を堅固に取り付けること
ができる。
【００３３】
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　なお、上記第１～３の実施例では、ロータや芯棒が容易に撓むことができるようにポリ
エチレンなどの可撓性に優れた材料で形成したが、ロータや芯棒そのものを、金属や硬質
の樹脂からなる複数の部品を回動自在に連結させて、構造的に可撓性を持たせるようにし
てもよい。
【００３４】
　（実施例４）
　図６（ａ）は、本発明の第４の実施例における回転清掃体の部分斜視図、図６（ｂ）は
、同回転清掃体の清掃部材の斜視図である。尚、上記実施例と同一部分については、同一
符号を付してその説明を省略する。
【００３５】
　本実施例における回転清掃体２０は、図６に示すように、両端が機器に回転自在に取着
されると共に、螺旋状に形成された清掃部材２３からなり、その清掃部材２３は、ブラシ
毛材、ブレード、起毛布、不織布等から形成されたブラシ体２１と、断面略Ｃ字状で前記
ブラシ体２１の端部を挟持するチャンネル材２２から構成されている。尚、チャンネル材
２２は、例えば、ステンレス鋼板等の薄板材を使用している。チャンネル材２２自身は、
バネ性を有していない材質を使用していても、チャンネル材２２を螺旋状に形成すること
により、回転清掃体２０として構造的にバネ性が得られる。
【００３６】
　２２ａは、半分に折ったブラシ体２１の下部をチャンネル材２２で挟持する際の芯材だ
が、チャンネル材２２による挟持力が十分な場合、これは無くてもよい
【００３７】
　以上のように本実施例によれば、清掃部材２３が、螺旋状に形成されているので、被掃
除面や被洗浄面に凹凸があっても、回転清掃体２０が被掃除面や被洗浄面に押し付けられ
たとき、回転清掃体２０がその凹凸に沿うように容易に変形し、被掃除面や被洗浄面を確
実に清掃、洗浄することができる。また、芯棒などの部材が不用なので安価に構成するこ
とができる。
【００３８】
　（実施例５）
　図７は、本発明の第５の実施例における掃除機用吸込具の上蓋を外した状態の斜視図、
図８は、同掃除機用吸込具を連結した電気掃除機の全体図である。尚、上記実施例と同一
部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００３９】
　図７において、本実施例における掃除機用吸込具２５は、吸込具本体２６と吸込具本体
２６の中央後部に回動自在に設けられ、後述の電気掃除機３３の延長管３８に着脱自在に
接続される接続管２７からなり、吸込具本体２６の前部には、下方に開口する吸入口（図
示せず）を有すると共に、回転清掃体１を回動自在に収納する清掃体収納部２８を有し、
吸込具本体２６の一側には、回転清掃体１を回転駆動する電動機２９が配され、電動機２
９の回転軸２９ａと、回転清掃体１の歯付きプーリー４には、タイミングベルト３０が張
架されている。
【００４０】
　次に、図８を用いて、上記掃除機用吸込具２５を接続した電気掃除機３３の構成につい
て述べる。
【００４１】
　図８において、電気掃除機３３の電気掃除機本体３４（以下、「掃除機本体３４」とい
う）の後部には、吸引風を起こす電動送風機３５が、前部には、塵埃を捕集する集塵室３
６がそれぞれ配され、ホース３７の一端は、集塵室３６に連通するように、掃除機本体３
４の前部に接続され、ホース３７の他端には、延長管３８の一端に着脱自在に接続される
と共に、使用者が操作する手元接続管３７ａが設けられている。延長管３８の他端には、
掃除機用吸込具２５の接続管２７が着脱自在に接続されている。
【００４２】
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　以上のように構成された本実施例における掃除機用吸込具２５及び電気掃除機３３の動
作、作用は以下の通りである。
【００４３】
　手元接続管３７ａに配された複数のスイッチ３７ｂを操作して、掃除機本体３４に内蔵
された電動送風機３５及び、掃除機用吸込具２５の吸込具本体２６に内蔵された電動機２
９を運転し、手元接続管３７ａを操作して、掃除機用吸込具２５を被掃除面である床面上
で前後に移動させると、その間に、回転清掃体１の清掃部材３により、床面上の塵埃が掻
き取られる。掻き取られた塵埃は、空気と共に、清掃体収納部２８、清掃体収納部２８と
連通する接続管２７、延長管３８、ホース３７を経て吸引され、集塵室３６で塵埃が捕集
され、綺麗になった空気は、掃除機本体３４の後部より排気される。
【００４４】
　以上のように、本実施例における掃除機用吸込具２５及び電気掃除機３３においては、
掃除機用吸込具２５に内蔵された回転清掃体１のロータ２が可撓性を有する材料で形成さ
れているので、床面に凹凸があっても、回転清掃体１がその凹凸に沿うように変形し、床
面を確実に清掃することができる。
【００４５】
　尚、上記実施例では、掃除機用吸込具２５に、回転清掃体１を用いて説明したが、回転
清掃体１０、１５あるいは２０を用いてもよい。
【００４６】
　又、特に図示しないが、上記実施例における回転清掃体１、１０、１５或いは２０のい
ずれかを、熱交換器（図示せず）と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含ま
れる塵埃を捕獲するエアフイルタ（図示せず）とを備えた空気調和機に搭載し、その回転
清掃体（１、１０、１５又は２０）を回転させながら、エアフイルタを清掃するようにす
れば、エアフイルタのメンテナンスが不要な空気調和機を提供することが出来る。
【００４７】
　特に、上記実施例における回転清掃体１、１０、１５及び２０のいずれも容易に撓むこ
とができるので、エアフイルタの表面に凹凸があっても、確実に清掃することができる。
また、昨今の空気調和機のエアフィルタは、薄型の空気調和機に搭載する関係で湾曲して
いるものが多いが、上記実施例における回転清掃体１、１０、１５及び２０のいずれも、
回転しながら容易に湾曲できるので、湾曲したエアフィルタの清掃にも好適である。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　以上のように、本発明にかかる回転清掃体と掃除機用吸込具は、被清掃面や被洗浄面に
凹凸がある場合でも、被清掃面や被洗浄面を確実に清掃、洗浄することが出来るもので、
各種電気掃除機、空気調和機に広く応用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の第１の実施例における回転清掃体の斜視図
【図２】（ａ）図１のＡ－Ａ断面図、（ｂ）同回転清掃体の清掃部材の斜視図
【図３】同回転清掃体の使用状態の例を示す図
【図４】（ａ）本発明の第２の実施例における回転清掃体の部分斜視図、（ｂ）同回転清
掃体の部分断面図（図４（ａ）のＢ－Ｂ断面））
【図５】（ａ）本発明の第３の実施例における回転清掃体の部分斜視図、（ｂ）同回転清
掃体の芯棒の斜視図、（ｃ）同回転清掃体の清掃部材の斜視図、（ｄ）同回転清掃体のコ
イル部材の斜視図、（ｅ）同回転清掃体の部分断面図（図５（ａ）のＣ－Ｃ断面、フリー
の状態）、（ｆ）同回転清掃体の部分断面図（図５（ａ）のＣ－Ｃ断面、部分的に膨らん
だ被掃除面に押し付けられたときの状態）
【図６】（ａ）本発明の第４の実施例における回転清掃体の部分斜視図、（ｂ）同回転清
掃体の清掃部材の斜視図
【図７】本発明の第５の実施例における掃除機用吸込具の上蓋を外した状態の斜視図
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【図８】同掃除機用吸込具を連結した電気掃除機の全体図
【符号の説明】
【００５０】
　１、１０、１５、２０　　回転清掃体
　２　ロータ
　３、１１、１９、２３　清掃部材
　１７　芯棒     
　１８　コイル部材
　２２　チャンネル材
　２５　掃除機用吸込具

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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